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文序

昭和 61年 2月 、安中町 1丁 目で、当市教育委員会文化財室

によって検出 された蔵骨器は、この度の発掘調査によって、

八尾寺 内町の廃墓 となった共同墓地に伴 うものであったこと

が確認 されました。

この調査で出土 した資料は、近世の考古資料 として貴重な

ものであるばか りでな く、八尾寺内町の歴史を解粥する上で

も、近世の墓制を研究する民俗学に とって も必須の資料であ

ります。 この度、 ここで出土 した膨大な資料をとりまとめて

概要報告書を刊行することにな りました。

調査に御協力いただいた事業者ならびに調査関係者各位に

記 してお礼申 し上げるとともに、本書が広 く利用されること

を願 って止み ません。

八尾市教育委員会

教育長 西谷信次
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八尾近世墓発掘調査概要
は じ め に

本調査地は八尾市安 中町 1丁 目 6-1先 に位 置す る。 ここは川違 え以前大和

川の本流の一つ であ る長瀬川の旧堤防上 に 当 り、八尾寺 内町の 南約500碗 の地点

であ る。 ここに所在 したはず の八尾寺 内町の墓地は、 明治 22年の関西本線の敷設

の際 に、周辺 の整備 に伴 って現在 の光南 町 2丁 目に移転 されてお り、 調査 実施

時 には、 ここに墓地があ った事 さえす でに判 らな くな っていた。

当該地 で建設が計画 され てい る事務所 ビル建設に先だ って昭和 61年 2月 22

日に遺構確 認調査 を実施 した ところ、現地表下 40師 以下に火葬された骨 片 とと

もに近世 の蔵骨器 が坦没 してい る事 を確 認 した。 これ等 の ことに よ り、 ここが

かつ て墓地 であ った ことが 引 らか とな って きた。 そ こで地下 に埋没す る人骨 の

改葬 を 目的 と して、 当文化財室 の立会 の下 に学術的に発掘調査 を実施す るこ と

で事業者 の合意が得 られた。発掘調査 は昭和 61年 12月 3日 に着手 し昭和 62

年 3月 15日 に終 了 した。

久宝言′!ξ全二□
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調 査 の 概 要

調査の方法 としては、調査対象面積の約 700m2に 対 し、表上を機械に より掘

削 した後、以下については慎重に手掘 りをおこない、検出 した蔵骨器、人骨等

は、検出状況を記録 した上で番号をつけて取上げることに した。その結果大凡

1,300点 以上にのぼる蔵骨器 と 140体 以上の上葬された人骨を検出 した。ここで

報告するのは、 これ等の内か ら抽出 した主要な遺構 と遺物である。

当近世墓では墓石等の上部構造は、墓地移転時にほ とんど持ち去 られている

ため残存 していないが、主要な遺構 としては火葬蔵骨器の集積、土葬墓坑、甕

棺墓、木棺墓の外、火葬施設、骨灰廃棄土坑、墓碑配石遺構等がある。

1 火葬蔵骨器の集積

蔵骨器は原則 として表土直下の浅い位置に埋置 されているものがほ とんど

である。いずれ も掘方が重な り、それ らの切 り合いは確認す ることが出来な

い状況であった。 また墓石の基部内に納骨 された状況で出土 しているものも

あつた。これ らは、調査地のほぼ全域において多数出上 してお り、当該墓地

が、火葬墓を主体に していた墓地であった ことがわかる。

湊焼蔵骨器 蔵骨器 の内大半を占めるのは、湊焼 とされ る素焼きのもので、

つ まみのある蓋を持ち肩が張 る火消壼型容器である。 これ らの中には、壷の

体部外面若 しくは蓋の内外面に墨書のあるものがある。 この他甕、火舎、七

輪形等の湊焼 きの蔵骨器 もある。燈明皿や茶碗を副葬 しているものもある。

瓦質蔵骨器 少数であるが黒色磨研 した瓦質の蔵骨器で、湊焼 と同じく火消

壼型、火舎形等の器形を持つ ものがある。

陶質蔵骨器、壼 、甕、 茶 入れ、 片 口小壼、 雪平、鍋 、合 子 、 水 差 な ど

がある。 これ らの陶器には、丹波、美濃、瀬戸、備前、有田等の産地が想定

されるが、総体的に丹波、備前が多いと考えられ る。出土状況か らは、素焼

蔵骨器 との時期差や埋置状況の差は見いだすことができなか った。量的には

湊焼蔵骨器の一割程度であった。茶入れ と甕の木蓋裏に墨書銘のあるものが

あった。

2 甕棺墓

基本的に土葬のひ とつの形態であるが、量的には希少であることか ら、特

殊 な場合の葬法であろ う。大型又は中型の陶器甕を用いる。底には円形の板

を入れて床を作 り、坐棺 として用いられた ものの ようである。大型の甕は成

人を埋葬 した もの もあるが、中型の甕は小児を埋 葬 した ものであろ う。その
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中には、土人形や寛永通宝等の貨銭が副葬 されている例が多か った。また火

葬骨用の蔵骨器 として用いられた中型甕 もある。蓋には木蓋 の他唐津の大皿

や備前または堺の摺 り鉢を使用 してお り、 これ らを漆喰で固定 した ものもあ

る。多 くは蓋の上に人頭大の 自然石を据えている。調査地の中央付近では大

型の甕棺が、まとまって出上 した部分がある。火葬蔵骨器群の下 より検出 し

た ものも多いが明らかに併存が考えられる出土状況を呈す るもの もあった。

3 土葬墓坑

土葬骨を埋葬 した土坑である。木部が朽ちて残存 していないが、おそらく

箱型 または桶型の坐構を使用 した ものであろ う。掘方が円形のものと方形の

もの とがあ り、棺の底板が残 っているものもあった。副葬品 としては、徳 ロ

利、茶碗、鍋等の陶器をは じめ皮袋、煙管、寛永通宝等の貨銭、土人形が出

土 している。また箱型の一つには、朽ちずに完存 していた もの もある。これ

らは、調査地の特に東南側に多い もののほぼ全域で検出 している。時期的に

は、火葬墓の下 より検出 した ものもあるが、火葬墓を切 り込んだ ものも多く、

出土遺物か らも明治以後の比較的新 しいものもある と思われ る。

4 火葬施設

火葬に用いられた炉跡 と推定 される馬蹄形、または精円形の焼上の窪みを

調査地中央北側付近で 3箇所検出 した。断面で見 るとこれ らは、焼土 と骨灰

が交互に重なって凹 レンズ状に窪む層を成 してお り、同一箇所において複数

にわたる炉体底面の重な りを観察することができた。

5 骨灰廃棄土坑

火葬施設の南側及び東側で検出 した骨灰を埋土 とする土坑群である。方形

を呈するものが 5基 と不定形を呈するものが 3箇所あ り、前者は火葬施設の

南側に、後者は調査区の東側に位置する。方形の ものは一辺 2η ～ 3続 、深

さは大凡 1れ を測る。また不定形のものには大形の溝状 または方形を呈 し、

埋上の上面 より火葬蔵骨器や土葬墓坑が掘 り込 まれていた。

6 墓碑配石遺構

墓石を一辺約 lη の方形に配石 した遺構で、 2箇所検出 した。墓碑 として

は享保以前の古いものが多 く、銘文 も風化 して不分明であるため、これ らは

無縁墓碑を集めた ものであろ う。 この うち一箇所は方形の骨灰廃棄土坑の上

に構築 されていた。他方は二段に構築されていて上段に墓碑、下段には自然

石の割石と石仏および織部燈籠の竿が使用されていた。織部燈籠中央に刻まれた像は

胴が長く足が外に開くもので、八尾市域でも数少ないキリンタンの遺物である。
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出 土 遺 物 に つ い て

。蔵骨器

本調査地で出土 した蔵骨器は、総出土個体数の大半を占める湊焼蔵骨器 と陶

製蔵骨器に大別 され るが、その他瓦質蔵骨器や、合子・小型鍋等を転用 した磁

器製蔵骨器 も少数見 られ る。 また蔵骨器の切 り合い関係については、調査地 内

において数回の改葬が行なわれた と推定 され る為、確認す ることができず、蔵

骨器 の相対年代を決定す る資料 とはな らなか った。

(1～ 4・ 6～ 17・ 19～ 24・ 27・ 28)は湊焼蔵骨器である。 (1～ 4・

6・ 8・ 9。 15'19)は 火消壼型で、一般的な形状を示す もの で あ り、 一

部身の体部外面や蓋の内外面に墨書がみ られるものもある。特に年号記入のあ

るものや、 (6・ 19)にみ られ るようにタタキロ・ハケロ等調整痕を 残 す も

のは、遺物の上か ら調査地の年代を推考する貴重な資料 となる。その他湊焼蔵

骨器 には、平壼型 (7・ 12・ 20・ 21)鉢型 (10。 11'13・ 14)七 輪型

(16)小 壼型 (17)火 舎型 (22～ 24・ 27・ 28)等様々な形状を もつ もの

があるが、いずれ も色調は橙色を呈 し、胎土は細・微砂粒を多量に含んでいる。

また (19)は 摺 り鉢 (71)を 、 (28)は 筒描きのある陶製鍋蓋をそれぞれ

蓋 として使用 していた。

(5'18'25・ 26。 29～ 31)は 瓦質蔵骨器である。湊焼 同様多様な器

種を もち、色調は黒色、胎土は細砂粒を多量に含む。 (29)は (28)と 同 じ

く陶製鍋蓋を蓋に している。

(32～ 49)は壼型蔵骨器 である。平壷 (32・ 49)双耳壼 (35。 40。

41・ 47)三耳壼 (33・ 42)四 耳壼 (36・ 37)小壼 (38・ 39'43～

46・ 48)等がみ られ る。陶磁器の流通は 17世紀後半以降隆盛を極め、 しか

も丹波など「丹波七化」の名で知 られ る通 り、各地の類似品を量産す るなどし

た為、その窯元を決定す ることは大変困難であ り、推定の域を出ない。が、主

として丹波・備前が大半であると思われ る。丹波 と思われ る壼 (32'34・ 35

41・ 44,45。 49)に は、暗赤褐色の釉が施 してあ り、更にその上 か ら赤

黒色の掛釉を施す もの (40'46)も ある。また (37)の 壼には、明灰緑色の

灰釉が施 され、奈良時代の軒丸瓦が蓋 として使用されていた。備前 と思われ る

壼 (33・ 36・ 38。 39。 42・ 43・ 48)|ま 無釉であ り、橙色～暗赤褐色を

呈す。胎土は ともに細砂粒を多 く含むが、備前の方 によ り多 く含 まれ る。その
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他わずかではあるが、瀬戸 ・美濃であろ うと思われる壼 も出土 している(47)。

釉は灰黄色であ り、露胎は灰 白色、胎土は精密である。

(50～ 65)は小・中型の養型蔵骨器である。中型のものには、成人骨―TA

分が収め られていた。窯元については、前述の通 り判然 としない ものが多いが、

やは り壼同様丹波 と備前が大多数を占めるものと思われ る。概ね外面は灰赤色

～赤褐色を呈 し、その上か ら黒褐色～赤褐色の掛釉を施す ものが多い。 (50
～ 54・ 56・ 57。 59・ 61・ 62・ 65)胎土は細砂粒を多 く含む。 (62)
は摺 り鉢 (70)を 摩せて蓋 としていた。

(66～ 71)は、蔵骨器の蓋 として使用 されていた摺 り鉢である。窯元は堺・

備前・丹波の三 ケ所が認め られ る。 (66)は 丹波摺 り鉢である。外面に顕著

に残 るユビオサエ痕を特徴 とし、色調は暗赤褐色、胎土はやや粗 目の細砂粒を

多 く合む。備前摺 り鉢 (67,69・ 71)は 、橙色～暗赤色を呈 し、細砂粒を

多 く合む。堺摺 り鉢 (68・ 70)は 、内面底部の「△」形のハケロを特徴とし、

色調は黄橙色～赤橙色、細・微砂粒を若干含む胎土を もつ。

(72～ 79)は 水指型蔵骨器である。陶質の もの (72・ 73,75'76・
78,79)は 、赤色～暗赤褐色を呈 し、細砂粒を多量に含んでいる。窯元は備

前か と思われ るが、判然 としない。 (74)は 瓦質である。外面一面に三角形等

の線刻が施 されている。色調は黒色、粗 目の細砂粒を多量に含む。 (77)は
磁器である。身の外面には、暗黄橙色の釉をハケロ状に施 し、蓋は青灰色の釉

で松の絵付けを している。身はハケロ唐津、蓋は絵唐津であると思われ る。

(80～ H7)は 小壼型蔵骨器である。 うち (88・ 95。 114)を 除いて ロ

縁部が片 口となっている。無釉で、にぶい橙色～暗赤褐色の色調の ものが多く、

細砂粒を多量に含んでいる。備前ではないか と思われる。 施 釉 して あ る小 壼

(88・ 90・ 102。 105。 109。 114)では、釉はいずれ も暗赤褐色で、細

砂粒を多 く含む胎上である。窯元は不明。 (105。 106)は 、それぞれ素焼 き

で土師皿の蓋を、伴 っていた。 これ らの小壼は、女性のお歯黒壼 として利用 さ

れていた ものを転用 したのではないか と推測 される。

(118～ 125)は 碗型蔵骨器である。いず れも外面 比
～

留外 及び内面に

暗赤褐色の釉が施 されてお り、露胎は明赤褐色～橙色である。胎土は細 ・微砂

粒を多 く含んでいる。用途・窯元 とも、全 く不明。 (118'120・ 122・ 125)

には、外面底部付近に窯印がみ られ る。

(126～ 136)は 小壼型であるが、(131～ 136)は 茶入れである うと思われ
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る。 (126・ 128～ 132)は 陶質で、暗赤褐色を呈 し、微砂粒を多量に含 んで い

る。備前か と思われ る。蓋裏に墨書がみ られるもの (130・ 131)ま た、外面底部に

窯印のあるもの (126。 129)も あった。 (127・ 133～ 136)は 磁器である。

(127・ 133・ 136)は 、それぞれ明責褐色・灰緑褐色・青色の釉が施 され て お

り、微砂粒を多 く合む胎上である。瀬戸・美濃か と思われ る。 (133)に は蓋裏に

墨書がある。 (134・ 135)は灰 白色を呈 し、 (135)の 蓋外面に緑色、内面に灰

責色の釉を施 してある他は無釉 である。胎土は精密、窯元はわか らない。

(137～ 140)は 建水型蔵骨器である。 (137・ 138・ 140)は 磁器であ り、

(137)は 白色の下地に青色の釉で絵付けがある。伊万里か と思われ る。(138'
140)は それぞれ明緑色・灰 白色の釉が施 され、微砂粒を少量含む胎上である。窯

元は不明。 (139)は 陶質で、赤色～暗赤褐色を呈す。細砂粒を多量に合み、備前

であろ うと思われ る。

(141・ 142)は 植木鉢型 である。素焼 きで、ともに赤色で細砂粒を多量に合む。

一方をふせて蓋 として使用 されていた。

(143～ 145)は 小型鍋型蔵骨器 である。(143・ 144)に は、 にぶい黄橙色の

下地に 白色 と黒色の釉を交互に施 してある。胎土は微砂粒を多量に含む。 (145)
は暗赤色を呈 し、胎土は精密である。いずれについても窯元は不明。

(146・ 147)は 素焼 きの塩壷である。色調は橙色、胎土は微砂粒を多 く含む。

塩は特定の店が販権を もってお り、大阪では堺みなと屋の藤左衛門 と伊織が代表的

であるが、本調査地出上の塩壼には窯印がみ られない為、判然 としない。

(148・ 149)は 合子型蔵骨器 である。磁器でいずれ も白色の下地に青色の釉で

絵付けされている。胎土は緻密であ り、伊万里か と思われ る。

O甕 棺

(150～ 172)は 大型の甕である。上葬用の甕棺 として使用 され ていた。色調は

赤褐色 。明褐色・暗褐色等を呈 し、暗赤褐色ヽ黒褐色の掛釉が施 されているもの も

多い。 (150～ 152・ 154・ 159～ 166・ 168・ 170)す た、三 耳 (156)双
耳 (167)を 貼付けた もの、アヽ ケロ (158。 169)や ケタキ ロ (171・ 172)の
調整痕をわずかに残す もの もみ られ る。比較的小 さめの甕棺は、幼児を埋葬 した も

ので副葬品として土人形の供出が多い。 これ らの甕の窯元については、全 く不明で

ある。
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。副葬品

副葬品として、蔵骨器・甕棺・土葬墓内よ り出上 した ものは、土師皿 ・土人

形・貨銭・磁器碗・頌管・刀・馬猫玉等である。そのほとんどは、甕棺 ・土葬

墓に収め られていた。土師皿は灯明皿 として供え られていた と思われ、 墨書が

み られ るもの もあった、土人形は、概ね幼児の甕棺か ら出土 している。大半は

京都伏見人形であろ うと思われ、その種類は、牛・犬・鳥・母子像・大黒天・

庚申の猿・おみ こし等多岐に渡 っている。牛は草を食べ るところか ら、幼児の

「 くさ」を取 るとい うことで疱着除け、稲荷の狐 は開運厄除、相撲取 りは男児

成長祈願、犬は安産祈願、虚無僧は船酔いまじないといった ように、土人形に

は、教ブ1・ 説話 。縁起 ・俗信等民間信仰の表現 として、それぞれに意味がある。

その成形方法は、型おこし成形で中空の ものが多い。前面・ 背面の型を貼 り合

わせ、側面につなぎ目を残す。少数だが、雲母粉末が付着 しているもの もあ っ

た。色調は橙色、胎土は微砂粒を少量含む。その他土製品 としては、泥面子 ・

土鈴がある。 ともに橙色で、微砂粒を含む胎上であ り、土鈴には五穀豊穣祈願

の意味がある。

貨銭は、出土数のほ とんどが寛永通宝である。「六道銭」のいわれの通 り、

6枚一組の冥銭になっているものが多か った。珍 らしいもの としては、宝永 5

年 (1708)に 京都七条で鋳造 され、わずか一年余 りで通用停止 となった大型

銭、宝永通宝が 4枚出上 している。宋銭は皇宋通宝が 1枚確認 されたのみであ

った。

磁器類は、伊万里・瀬戸・唐津三島手等がみ られ、伊万里は、 18世紀 中 心

に商業ペ ースにの った「くらわんか刊 と呼ばれ るものがほ とんどである。見込

みに くずれた五弁花を描 くものや、 コンニャク判を使 った ものがみ られ る。17

世紀後半までさかのぼ るである うと思われるものには、「大明年製」または 吹

粥成化年製」の銘があ り、立ち上が りの急な煎茶碗・見込み釉ハギのみ られ る

大皿がある。 また、 唐津三島手はすべて大鉢であった。甕構の蓋 として も利用

され́ていた と思われ る。

金属製品は、煙管の雁首・吸い 口がそれぞれ 7ケ 、大型の鈴 1ケ 、それに刀

が上葬墓 と甕棺 よリー振 りずつ出上 した。
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石 材 に つ い て

墓石に使用 されていた石材の一部を肉眼で観察 した。石種は黒雲母花嵩閃緑

岩、流紋岩質火山礫凝灰岩質溶結凝灰岩、砂岩、片麻状黒雲母開岩である。

黒雲母花闘閃緑岩 :色 は灰 白色である場合が多 く、 ごく稀に淡赤褐色の場合

がある。造岩鉱物は石英、長石、黒雲母、角閃石である。石英は無色透明、粒

径が 2翻～ 5翻、量が中である。長石は白色、淡桃色である。 自色の長石は粒径

が 2翻～ 5翻で、量が多 く、淡桃色の長石は粒径が 2翻～ 4脇、量が僅かである。

黒雲母は黒色板状、粒径が 1翻～ 3翻、量がご く僅かである。角閃石は黒色粒状

で、粒径が 1翻～ 5翻である。量は石材によって異な り、ごく僅か～僅かである。

流紋岩質火山礫凝灰岩質溶結凝灰岩 :色は灰緑色、責土色である。顕著な溶結

が認め られ、発泡孔が僅かにある。孔径は 1翻 ～ 5翻 である。青灰色荻璃質の

角礫状岩片が僅かに認め られ る。粒径は 1珈 ～ 10翻 である。造岩鉱物は石英、

長石である。石英は無色透朔、粒径が 0.5翻～ 1翻、量が僅かである。長石は淡桃

色、粒径が 0.5翻～ 2翻 、量が僅かである。基質は、灰緑色、荻璃質で固い。

砂岩 :色 は灰緑色、淡赤褐色である。構成砂粒で、識別できるものはチ ャー

ト、石英、長石である。チ ャー トは黒色、亜角で、粒径が 0.5翻 ～ 1翻 、量が僅

かである。石英は無色透明、角で、粒径が 0。 5翻 ～ 1翻、量が中である。長 石

は 白色、角で、粒径が 0.5翻 ヽ 1翻、量がご く僅かである。

片麻状黒雲母花闘岩 :色 は灰 白色である。縞状をな し、黒色部には細粒の黒

雲母が集合す る。造岩鉱物は石英、長石、黒雲母である。石英は無色透明、粒

径が 0.5翻 ～ 2翻 で、量が多い。長石は白色、粒径が 0.5翻 ～ 5翻、量が多い。

黒雲母は黒色板状、粒径が 0.5翻 以下で、量がご く僅かである。

墓石に使用 されている石材は岩相 と似た石材が得 られ る付近を近距離で求める。

黒雲母花簡閃緑岩は中桂で、角閃石が粒状であること等か ら、大東市か ら四

条畷市にかけての生駒山地西側に分布する黒雲母花闘閃緑岩の岩相の一部に酷似する。

流紋岩質火山礫凝灰岩質溶結凝灰岩は強い溶結を示 し、石英や長石が細粒で

少な く、基質が荻璃質であることか ら、加古川市付近に分布する姫路酸性岩の

岩相の一部に酷似す る。

砂岩は比較的不均質で、チ ャー ト等が含 まれ、花嵩岩質であることか ら、和

泉山脈に分布す る和泉層群の砂岩の一部に類似す る。

-9-



片麻状黒雲母花嵩岩は細粒で縞状であることか ら、高安山か ら福貴畑にかけ

て分布す る片床状黒雲母花簡岩の岩相の一部に酷似す る。

以上の ように墓石の石材は遠 くは、加古川市付近や泉南 より、近 くに於て も

大東市付近の ものが多い。使用 されている時期が判粥すれば、当時の石材流通

の様子が明らかになるであろ う。中・近世は文献にた よられがちであるが、考

古学的な研究は今後、重要性を増す ものであろ うといえる。

表 2  石材の岩石種

鵡 使 用 途 年 号 種石 色 備 考

１

　

　

２

　

　

３

　

　

４

6

8

11

15

16

21

墓碑

墓碑

墓碑

墓碑

墓碑

墓碑

織部燈籠

火輪

鯨

一石五輪

台座

寛文 9年

元禄 16年・宝永 5年

元禄 2年・貞享元年

享保 18年・享保 19年

享保 2年 。享保 3年

黒雲母花簡閃緑岩

黒雲母花筒閃緑岩

砂岩

黒雲母花闘閃緑岩

流紋岩質火山礫擬灰

岩質溶結顔灰岩

砂岩

黒雲母花闘閃緑岩

黒雲母花闘閃緑岩

片麻状黒雲母花満岩

砂岩

砂岩

灰白色

灰白色

灰緑色

灰白色

灰緑色

灰緑色

淡赤褐色

灰白色

灰白色

灰緑色

淡赤褐色

大東市付近

大東市付近

和泉砂岩

大東市付近

加古川付近

和泉砂岩

大東市付近

大東市付近

高安山付近

和泉砂岩

和泉砂岩
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ま  と め

本調査の成果について要約す ると、下記の諸点 となる。

1.当近世墓は、墓碑や蔵骨器の銘文等に よ り、八尾寺内町 (八 尾 。大信寺 )域の

共 同墓地であった とほぼ断定できる。

2.近世墓の年代で確実に古 く塑れるのは墓碑銘に より寛文 9年 (1669)以 前で

あ り、 当墓地が移転 した とされ る勇治 21年 (1888)ま ではほぼ 200年 以上継

続 した墓地である。

3.墓地の構造は火葬墓 と上葬墓及び火葬施設等か らなる。

4.火葬骨用の蔵骨器は、 18世紀～ 19世紀初頭の銘を持つ ものがあ り、土葬墓に

はこれ よ り古い と思われ るもの と、明治以後の新 しい ものが存在 した。

5.墓碑配石遺構には 17世紀後半～ 18世紀前半の墓碑が使用 されてお り、これ ら

の中にはキ リシケン燈籠の竿 も含 まれていた。八尾のキ リンタンの存在を示す貴
重な資料である。

6.副葬品 としては、土人形、貨銭、陶磁器他当時の生活を知 る上で貴重な資料が

得 られた。なお本書に所収 したのは、発掘調査の概略 と出土遺物の一部であ り、

紙数の都合で掲載 できなか った遺構・遺物は多数あることを付記 してお く。
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調査地 西 区全景

西区西側拡張 区



調査地東区北半全景

調査地東区南半全景
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塁書のある湊焼蔵骨器蓋
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墨書のある湊焼蔵骨器 。本蓋・ 土師皿
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墨書のある茶入れ
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湊焼蔵骨器
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湊焼蔵骨器・ 瓦質蔵骨器
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湊焼火舎・ 瓦 質火舎
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四耳壷・ 三耳壷
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碗型蔵骨器
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茶入れ 。小壷
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軒丸瓦・湊焼蔵骨器・ 植木鉢・ 塩壷
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土人形・ 泥面子
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土人形・ 泥面子・ 土製 品
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土人形 。小瓶・ 燭台
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土人形・ 寛永通宝・ 宝永通宝
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土人形・ 土鈴・ 皇宋通宝・ 寛永通宝
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土人形・ 着物・ 財布・ 玩具 。小瓶
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中国鋳銭0・ 土製紡錘車 。私鋳銭・ 宝永通宝・ 寛永通宝・刀・ 煎茶碗





一

  ―

一

|

|


